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　茨
城
県
で
は
、
将
来
の
地
域
農
業
の
担
い

手
と
な
り
、
地
域
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る

農
業
青
年
を
茨
城
県
青
年
農
業
士
と
し
て
認

定
し
て
い
ま
す
。

　令
和
四
年
度
は
、
管
内
か
ら
青
年
農
業
士

一
名
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　三
村
氏
は
リ
ン
ゴ
を
中
心
に
モ
モ
、
ブ
ド

ウ
を
生
産
・
販
売
す
る
三
村
観
光
り
ん
ご
園

を
経
営
し
て
い
ま
す
。

　就
農
四
年
目
で
す
が
、
経
営
発
展
を
目
指

し
、
規
模
拡
大
や
顧
客
ニ
ー
ズ
の
高
い
品
種

の
導
入
を
進
め
て
い
ま
す
。
令
和
四
年
か
ら

は
六
次
化
に
も
着
手
し
、
乾
燥
り
ん
ご
や
ア

ッ
プ
ル
テ
ィ
ー
を
販
売
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

就
農
当
初
か
ら
り
ん
ご
青
年
部
に
所
属
し
、

技
術
研
鑽
活
動
や
Ｐ
Ｒ
活
動
に
も
積
極
的
に

参
加
す
る
な
ど
、
中
心
的
な
存
在
と
し
て
活

躍
中
で
す
。

　地
域
の
若
手
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
今
後
の

さ
ら
な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

消
毒
の
実
証
や
土
壌
改
良
な
ど
、
各
経
営
体

の
課
題
に
応
じ
た
経
営
及
び
技
術
支
援
を
行

い
ま
し
た
。

　ま
た
、
有
機
農
業
の
取
り
組
み
者
を
拡
大

す
る
た
め
、
先
進
事
例
調
査
を
行
う
と
と
も

に
、
六
月
三
〇
日
、
九
月
二
二
日
に
は
、
市
・

Ｊ
Ａ
と
と
も
に
、
道
の
駅
常
陸
大
宮
出
荷
部

会
を
対
象
に
、有
機
農
業
の
研
修
会
を
開
催
、

一
六
名
が
参
加
し
、
有
機
農
業
の
制
度
や
栽

培
方
法
に
つ
い
て
理
解
を
図
り
ま
し
た
。

　さ
ら
に
、
消
費
者
へ
広
く
取
り
組
み
を
知

っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
六
月
一
七
日
、
一
〇

月
一
三
日
に
は
、
今
年
度
初
め
て
有
機
栽
培

に
取
り
組
ん
だ
㈱
Ｊ
Ａ
常
陸
ア
グ
リ
サ
ポ
ー

ト
の
三
美
ほ
場
に
、
市
内
の
保
育
園
児
を
招

き
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
収
穫
体

験
を
行
い
ま
し
た
。
収
穫
さ
れ
た
農
産
物
は

給
食
セ
ン
タ
ー
で
七
月
に
「
そ
ぼ
ろ
煮
」「
実

だ
く
さ
ん
汁
」、
一
一
月
に
は
「
サ
ツ
マ
イ

モ
ご
は
ん
」「
ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
」

な
ど
に
調
理
さ
れ
、
市
内
小
中
学
校
の
学
校

給
食
に
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　道
の
駅
常
陸
大
宮
の
農
産
物
直
売
所
で

は
、
有
機
農
業
の
コ
ー
ナ
ー
が
設
置
さ
れ
、

栽
培
期
間
中
化
学
農
薬
・
化
学
肥
料
不
使
用

の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
ニ
ン
ジ
ン
な
ど
が
な
ら

び
、
販
売
に
向
け
た
取
り
組
み
も
始
ま
り
ま

し
た
。

　来
年
度
か
ら
新
た
に
、
稲
作
で
の
有
機
農

業
が
始
ま
り
ま
す
。
有
機
農
業
を
新
た
に
希

望
す
る
生
産
者
向
け
の
研
修
会
を
継
続
し
て

開
催
す
る
な
ど
、
今
後
も
有
機
農
業
の
普
及

拡
大
の
た
め
、
様
々
な
取
り
組
み
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　普
及
セ
ン
タ
ー
で
は
、
令
和
四
年
三
月
に

県
内
初
の
「
有
機
農
業
推
進
計
画
」
を
策
定

し
た
常
陸
大
宮
市
や
Ｊ
Ａ
常
陸
な
ど
関
係
機

関
と
連
携
し
、
付
加
価
値
を
高
め
た
農
産
物

生
産
の
取
り
組
み
と
し
て
、
有
機
農
業
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

　今
年
度
は
、
四
法
人
を
対
象
に
、
太
陽
熱

　「
常
陸
大
宮
５
Ｈ
ク
ラ
ブ
」
は
、
常
陸
大

宮
市
の
農
業
青
年
八
名
で
活
動
し
て
い
ま

す
。
近
年
、
コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
が
制
限
さ
れ

る
中
、
地
域
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
新
た
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
都
内
レ
ス
ト
ラ
ン
と
の
直
接
取
引

　昨
年
八
月
に
都
内
レ
ス
ト
ラ
ン
と
の
意
見

交
換
・
産
地
視
察
の
受
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

ク
ラ
ブ
活
動
の
紹
介
や
レ
ス
ト
ラ
ン
が
求
め

る
食
材
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
、
参
加
し

た
シ
ェ
フ
の
方
に
ほ
場
見
学
を
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
そ
の
活
動
を
き
っ
か
け
に
、
令
和

四
年
八
月
か
ら
直
接
取
引
を
開
始
し
、
ナ
ス

や
ト
マ
ト
、
オ
ク
ラ
、
ネ
ギ
な
ど
ク
ラ
ブ
員

が
栽
培
し
た
農
産
物
が
、
イ
タ
リ
ア
ン
や
フ

レ
ン
チ
の
料
理
に
彩
り
を
添
え
、
レ
ス
ト
ラ

ン
か
ら
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
一
緒
に
地
域
を
盛
り
上
げ
ま
せ
ん
か
？

　そ
の
他
に
も
、
市
内
で
開
催
さ
れ
る
複
数

の
野
外
交
流
イ
ベ
ン
ト
に
出
店
し
、
農
産
物

を
販
売
し
、
来
場
者
や
地
元
の
出
店
者
と
の

交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

　ク
ラ
ブ
で
は
、
一

緒
に
地
域
を
盛
り
上

げ
て
く
れ
る
新
た
な

メ
ン
バ
ー
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　興
味
の
あ
る
方
は

常
陸
大
宮
普
及
セ
ン

タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　大
子
町
は
県
内
有
数
の
観
光
・
直
売
の
リ

ン
ゴ
産
地
で
す
。Ｊ
Ａ
常
陸
大
子
町
り
ん
ご

部
会
は
、
主
力
品
種
の
「
ふ
じ
」
を
中
心
に

特
色
あ
る
品
種
を
揃
え
、
産
地
の
ブ
ラ
ン
ド

化
に
向
け
た
高
品
質
安
定
生
産
と
組
織
的
な

Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
部
会
オ
リ
ジ
ナ
ル
系
統
「
奥
久
慈
宝
紅
」

　「
奥
久
慈
宝
紅
」
は
パ
リ
パ
リ
と
し
た
食

感
で
良
食
味
の
赤
系
品
種
で
、
一
〇
月
中
下

旬
に
収
穫
出
来
ま
す
。
部
会
は
「
奥
久
慈
宝

紅
」
を
看
板
品
種
に
位
置
付
け
、①
平
成
二

六
年
か
ら
部
会
員
へ
の
穂
木
等
の
提
供
に
よ

る
生
産
拡
大
②
講
習
会
や
目
揃
え
会
開
催
に

よ
る
生
産
技
術
確
立
③
産
地
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

等
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
高
級
果
実
専
門
店
に
「
こ
う
と
く
」
出
荷

　り
ん
ご
青
年
部
で
は
、
令
和
二
年
度
か
ら

高
級
果
実
専
門
店
「
京
橋
千
疋
屋
」
に
、
厳

選
し
た「
こ
う
と
く
」一
〇
〇
玉
を
出
荷
し
て

い
ま
す
。
青
年
部
の
厳
し
い
目
で
選
果
さ
れ

た
「
こ
う
と
く
」
は
一
玉
一
，〇
八
〇
円
で

販
売
さ
れ
、

店
舗
に
よ
っ

て
は
販
売
開

始
直
後
に
完

売
す
る
等
、

奥
久
慈
り
ん

ご
の
品
質
は

高
く
評
価
さ

れ
て
い
ま
す
。

三
村

　俊
輔

（
み
む
ら

　し
ゅ
ん
す
け
）

新
任
青
年
農
業
士
の
紹
介

有
機
農
業
へ
の
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

有
機
農
業
へ
の
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

▶
保
育
園
児
に
よ
る
サ
ツ
マ
イ
モ
掘
り
取
り
体
験

常
陸
大
宮
５
Ｈ
ク
ラ
ブ
の
紹
介

　地
域
農
業
を
支
え
る
経
営
感
覚
に
優
れ
た

担
い
手
の
確
保
・
育
成
に
向
け
て
、
普
及
セ

ン
タ
ー
で
は
、
農
業
経
験
の
浅
い
新
規
就
農

者
や
農
業
後
継
者
を
対
象
に
各
種
講
座
（
農

業
学
園
）
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　令
和
四
年
七
月
一
一
日
、
県
北
地
域
の
若

手
農
業
者
を
対
象
に
、
令
和
四
年
度
農
業
学

園
開
講
式
及
び
第
一
回
講
座
を
開
催
し
、
二

八
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　講
座
で
は
、
地
域
で
活
躍
す
る
先
輩
農
家

で
あ
る
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
フ
レ
ン
ド
フ
ァ
ー

ム
代
表
の
小
口
弘
之
氏
に
講
義
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　小
口
氏
は
、
品
質
に
こ
だ
わ
っ
た
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
生
産
の
他
、
地
域
の
特
産
物
を
使
っ

た
商
品
開
発
、
カ
フ
ェ
の
運
営
、
県
Ｇ
Ａ
Ｐ

認
証
、
地
元
の
高
校
と
連
携
し
た
人
材
育
成

な
ど
様
々
な
取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　講
座
に
出
席
し
た
受
講
者
か
ら
は
、「
今

後
の
農
業
経
営
を
行
っ
て
い
く
上
で
ヒ
ン
ト

と
な
る
お

話
を
聞
く

こ
と
が
で

き
、
と
て

も
参
考
に

な
っ
た
」

と
い
う
感

想
を
多
く

頂
き
ま
し

た
。

若
手
農
業
者
を
対
象
に

農
業
学
園
を
開
催

若
手
農
業
者
を
対
象
に

農
業
学
園
を
開
催

奥
久
慈
り
ん
ご

奥
久
慈
り
ん
ご

ブ
ラ
ン
ド
化
の
取
り
組
み

ブ
ラ
ン
ド
化
の
取
り
組
み

農業学園（ほ場見学）の様子

レストランシェフによるほ場見学

▲道の駅出荷部会「有機農業研修会」

京橋千疋屋での販売の様子
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　茨
城
県
で
は
昨
年
六
月
に
、
サ
ツ
マ
イ
モ

基
腐
病
の
発
生
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
発
生

す
る
と
防
除
が
難
し
く
、
被
害
が
拡
大
す
る

お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
侵
入
防
止
と
早
期
発

見
が
重
要
で
す
。

サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
と
は

　サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
は
糸
状
菌
（
カ
ビ
）

に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
病
害
で
す
。

　本
病
が
感
染
す
る
と
株
元
の
茎
の
黒
変

（
写
真
１
）
や
葉
の
黄
変
な
ど
の
症
状
が
見

ら
れ
ま
す
。
感
染
し
た
イ
モ
は
つ
る
に
近
い

側
か
ら
黒

く
変
色
し
、

腐
敗
し
て

い
き
ま
す

（
写
真
２
）。

感
染
し
た

種
イ
モ
や

苗
、
発
病

株
の
残
さ

等
が
伝
染

源
と
な
り

ま
す
。

　近
年
、
高
温
等
の
気
候
変
動
に
よ
り
、
主

食
米
の
品
質
低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　こ
の
た
め
、食
味
向
上
を
目
指
し
、良
食
味

米
の
産
地
で
あ
る
大
子
町
に
お
い
て
、
高
温

耐
性
品
種
「
に
こ
ま
る
」
の
特
性
把
握
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
の
で
、
紹
介
し
ま
す
。

○「
に
こ
ま
る
」
と
は

　「
に
こ
ま
る
」
は
、
夏
場
の
高
温
に
耐
え

う
る
高
温
耐
性
を
持
つ
極
良
食
味
米
品
種
と

し
て
、
平
成
一
七
年
に
九
州
沖
縄
農
業
研
究

セ
ン
タ
ー
で
育
成
さ
れ
た
品
種
で
す
。

○
調
査
結
果

〔
移
植
〕「
に
こ
ま
る
」
を
対
照
の
「
コ
シ
ヒ

カ
リ
」
と
共
に
四
月
二
五
日
に
移
植
。

〔
初
期
生
育
〕
草
丈
が
ほ
ぼ
同
程
度
、
茎
数

は
「
に
こ
ま
る
」
が
や
や
少
な
く
推
移
。

〔
出
穂
〕「
に
こ
ま
る
」
は
八
月
二
九
日
、「
コ

シ
ヒ
カ
リ
」は
八
月
一
日
に
出
穂
期
を
迎
え
、

「
に
こ
ま
る
」
が
二
八
日
遅
い
。

〔
成
熟
期
・
登
熟
期
間
〕「
に
こ
ま
る
」
は
一

〇
月
二
二
日
、「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
は
九
月
八

日
に
成
熟
期
を
迎
え
、「
に
こ
ま
る
」
が
四

四
日
遅
く
、
登
熟
期
間
が
一
八
日
長
い
。

　「
に
こ
ま
る
」
は
温
暖
地
で
は
中
生
の
品

種
で
す
が
、
大
子
町
に
お
い
て
は
晩
生
並
の

生
育
と
な
り
、
夏
場
の
高
温
を
回
避
し
ま
し

た
。
令
和
四
年
産
米
も
、
食
味
コ
ン
テ
ス
ト

に
お
い
て
上
位
入
賞
し
て
い
ま
す
。

　茨
城
県
で
は
、
水
田
の
畑
地
化
に
必
要
な

簡
易
な
基
盤
整
備
を
支
援
し
、
高
収
益
な
作

物
中
心
の
営
農
へ
の
転
換
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

水
田
畑
地
化
推
進
事
業

・
受
益
面
積

　水
田
受
益
一
ha
以
上

・
地
権
者

　二
名
以
上

・
畦
畔
除
去
、
暗
渠
、
客
土
、
用
排
水
施
設

・
補
助
率

　県
六
二
．
五
％

　市
町
一
〇
．

〇
％
（※

中
山
間
地
域

　県
六
二
．
五
％

　

市
町
二
七
．
五
％
）

中
山
間
地
域
農
業
基
盤
整
備
促
進
事
業

・
対
象
地
域

　中
山
間
地
域
直
接
支
払
い
交

付
金
の
対
象
地
域

・
受
益
面
積

　一
ha
未
満
の
農
地

・
地
権
者

　二
名
以
上

・
簡
易
整
地
、
暗
渠
、
客
土
、
用
排
水
施
設

・
補
助
率

　県
六
二
．
五
％

　市
町
二
二
．

五
％

（
お
問
合
わ
せ
先
）

　お
近
く
の
市
町
、
ま
た
は

　県
北
農
林
事
務
所
土
地
改
良
部
門
工
務
課

　
　（
〇
二
九
四
）
八
〇̶

三
三
五
二

　常
陸
大
宮
市
、
大
子
町
、
常
陸
太
田
市
を

中
心
と
し
た
県
北
地
域
で
は
、
多
品
目
の
枝

物
が
栽
培
・
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

　令
和
四
年
八
月
三
〇
日
、
茨
城
県
花
き
広

域
銘
柄
産
地
指
定
更
新
の
交
付
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
令
和
元
年
に
、
初
め
て
銘
柄
産
地

指
定
さ
れ
て
以
降
も
、Ｊ
Ａ
常
陸
奥
久
慈
枝

物
部
会
は
直
近
の
三
年
で
、
出
荷
額
が
一
五

〇
パ
ー
セ
ン
ト
増
加
し
て
い
ま
す
。

　産
地
拡
大
の
背
景
に
は
、
部
会
員
数
の
増

加
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
溢
れ
る
品
目
数
の
拡
大
と

品
質
管
理
、
市
場
対
応
力
の
強
化
に
よ
る
出

荷
量
の
増
加
に
よ
る
も
の
で
、
栽
培
管
理
の

機
械
化
が
進
ん
だ
こ
と
も
寄
与
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
若
手
の
枝
物
専
業
経
営
体
が
増
え
て

き
た
こ
と
も
産
地
活
性
化
の
一
助
と
な
っ
て

お
り
、益
々
の
産
地
拡
大
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

銘
柄
産
地
指
定
更
新

「
奥
久
慈
の
枝
物
」

　近
年
、
省
力
化
や
軽
労
化
等
を
目
的
と
し

た
ス
マ
ー
ト
農
業
機
器
が
多
く
開
発
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
水
稲
に
お
け
る
ド
ロ

ー
ン
の
薬
剤
散
布
と
施
設
栽
培
で
の
環
境
制

御
装
置
の
活
用
例
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

水
稲
に
お
け
る
ド
ロ
ー
ン
の
薬
剤
散
布

　水
稲
で
は
主
に
薬
剤
散
布
に
動
力
噴
霧
器

を
用
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
数
多
く
の
ほ

場
を
管
理
す
る
上
で
防
除
作
業
時
間
が
増
加

し
て
し
ま
う
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　そ
こ
で
、
近
年
開
発
・
普
及
が
進
ん
で
い

る
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
薬
剤
散
布
技
術
に
つ
い

て
令
和
四
年
八
月
二
日
に
大
子
町
で
実
証
試

験
を
行
い
ま
し
た
。

　実
証
試
験
の
結
果
、
動
力
噴
霧
器
で
の
防

除
時
間
は
一
〇
ａ
当
た
り
約
一
〇
分
間
に
対

し
、
ド
ロ
ー
ン
で
の
防
除
時
間
は
一
〇
ａ
当

た
り
約
一
分
と
、
約
九
〇
％
の
作
業
時
間
を

短
縮
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
様
々
な
コ

ス
ト
面
を
考
慮
す
る
と
、
栽
培
面
積
一
〇
ha

以
上
で
導

入
が
し
や

す
い
目
安

と
な
っ
て

い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ

ご
検
討
下

さ
い
。

施
設
栽
培
で
の
環
境
制
御
装
置
の
活
用
例

　施
設
栽
培
で
は
、
温
度
、
湿
度
、
二
酸
化

炭
素
濃
度
等
の
ハ
ウ
ス
内
環
境
を
適
切
に
管

理
す
る
こ
と
で
、
収
量
・
品
質
の
向
上
を
目

指
す
こ
と
が
出
来
ま
す
。
し
か
し
、
適
切
な

ハ
ウ
ス
内
環
境
を
整
え
る
に
は
、
暖
房
機
や

循
環
扇
、
遮
光
カ
ー
テ
ン
等
の
細
か
な
調
整

が
求
め
ら
れ
、
調
整
に
は
多
く
の
時
間
と
労

力
が
必
要
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。そ
こ
で
、

先
端
技
術
で
あ
る
環
境
制
御
装
置
を
活
用
し

た
施
設
栽
培
が
普
及
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　常
陸
大
宮
市
の
イ
チ
ゴ
生
産
者
は
、
令
和

二
年
度
よ
り
環
境
制
御
装
置
「
ア
ル
ス
プ
ラ

ウ
ト
」
を
導
入
し
、
導
入
前
と
の
比
較
で
は
、

可
販
果
収
量
が
一
七
％
増
加
し
、
換
気
作
業

時
間
は
一
〇
ａ
当
た
り
四
一
時
間
削
減
さ

れ
、
生
産
性
の
高
い
管
理
体
系
を
構
築
し
て

い
ま
す
。
同
じ
く
常
陸
大
宮
市
の
ト
マ
ト
生

産
者
で
は
、
イ
チ
ゴ
の
導
入
事
例
を
参
考
に

環
境
制
御
装
置
「
プ
ロ
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
」
を

新
た
に
令
和
四
年
九
月
か
ら
導
入
し
て
い
ま

す
。
普
及
セ
ン
タ
ー
で
は
今
後
も
、
省
力
化
・

生
産
性
向
上

等
を
目
的
と

し
た
ス
マ
ー

ト
農
業
を
推

進
し
て
い
き

ま
す
。

「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
導
入
」

消
費
税
に
係
る

消
費
税
に
係
る

　令
和
五
年
一
〇
月
か
ら
、
消
費
税
に
係
る

「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
」
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

　以
下
、
主
な
留
意
点
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

売
上
一
千
万
円
超
の
課
税
事
業
者
の
方

　令
和
五
年
一
〇
月
一
日
か
ら
仕
入
れ
税
額

控
除
を
行
う
た
め
に
は
、
適
格
請
求
書
（
イ

ン
ボ
イ
ス
）
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
農
産
物

の
出
荷
先
か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス
の
発
行
を
求
め

ら
れ
た
場
合
は
発
行
の
義
務
が
生
じ
ま
す
。

　イ
ン
ボ
イ
ス
は
登
録
さ
れ
た
課
税
事
業
者

の
み
発
行
で
き
る
た
め
、
適
格
請
求
書
発
行

事
業
者
の
登
録
を
令
和
五
年
三
月
三
一
日
ま

で
に
税
務
署
で
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

売
上
一
千
万
円
以
下
の
免
税
事
業
者
の
方

　課
税
事
業
者
で
は
な
い
の
で
、
出
荷
先
か

か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス
の
発
行
を
求
め
ら
れ
て
も

発
行
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
今
後
の
取

引
に
影
響
が
出
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　た
だ
し
、
消
費
税
額
に
も
影
響
し
ま
す
の

で
、
出
荷
先
が
イ
ン
ボ
イ
ス
を
必
要
と
す
る

か
否
か
を
確
認
の
上
、
課
税
事
業
者
と
し
て

適
格
請
求
書
発
行
事
業
者
に
登
録
す
る
か
ど

う
か
を
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

農
協
特
例
・
市
場
特
例
に
つ
い
て

　農
協
や
市
場
出
荷
の
方
は
、
農
協
や
市
場

が
一
定
の
書
類
を
発
行
す
る
こ
と
で
、
農
家

側
の
発
行
が
免
除
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※

国
税
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
管
轄
の
太

田
税
務
署
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

防
除
対
策
の
ポ
イ
ン
ト

　本
病
の
防
除
は
、
発
生
地
域
か
ら
種
イ
モ

や
苗
を
持
ち
込
ま
な
い
な
ど
侵
入
を
防
止
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
次
作
に
向
け
て
、
以

下
の
点
に
注
意
し
な
が
ら
侵
入
防
止
・
防
除

対
策
を
徹
底
し
ま
す
。

・
本
病
は
排
水
が
不
良
な
場
所
で
発
生
し
や

す
い
た
め
、
ほ
場
に
水
が
停
滞
し
な
い
よ

う
排
水
対
策
を
行
い
ま
す
。

・
発
生
が
確
認
さ
れ
た
ほ
場
で
は
、
ヒ
ル
ガ

オ
科
（
サ
ツ
マ
イ
モ
、
ク
ウ
シ
ン
サ
イ
等
）

以
外
の
作
物
を
作
付
す
る
か
、
休
作
し
ま

す
。

・
発
生
地
域
か
ら
種
イ
モ
や
苗
を
持
ち
込
ま

な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

・
苗
増
殖
は
で
き
る
だ
け
ウ
イ
ル
ス
フ
リ
ー

苗
を
用
い
ま
す
。
種
イ
モ
で
増
殖
す
る
場

合
は
、
病
害
等
が
発
生
し
て
い
な
い
ほ
場

か
ら
収
穫
し
た
イ
モ
の
み
を
使
い
ま
す
。

　貯
蔵
中
の
イ
モ
や
育
苗
・
栽
培
期
間
中
は

本
病
の
症
状
が
な
い
か
よ
く
観
察
し
、
疑
わ

し
い
症
状
が
見
ら
れ
た
ら
、
普
及
セ
ン
タ
ー

ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

写真２　イモの腐敗

整備後　上：トマト　下：ナス
（＊施設は対象外）

写真１　株元の黒変
（写真：農研機構提供）

栽培環境制御装置

　令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
種
苗
法
が

一
部
改
正
さ
れ
、
登
録
品
種
（
べ
に
は

る
か
等
）
の
種
苗
を
増
殖
・
販
売
・
譲

渡
す
る
に
は
育
成
者
の
許
諾
を
受
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
農
研
機
構
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
か
ら
忘
れ
ず
に
申
請
下
さ
い
。

種
苗
法
上
の

苗
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

全
国
米
食
味
コ
ン
テ
ス
ト
で

四
年
連
続
入
賞
中
の
大
子
産
米

「
に
こ
ま
る
」
調
査
結
果

全
国
米
食
味
コ
ン
テ
ス
ト
で

四
年
連
続
入
賞
中
の
大
子
産
米

「
に
こ
ま
る
」
調
査
結
果

サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
に
注
意
し
ま
し
ょ
う銘柄産地指定証交付式

ス
マ
ー
ト
農
業
の
導
入
に
よ
る

効
率
的
な
農
作
物
栽
培

ス
マ
ー
ト
農
業
の
導
入
に
よ
る

効
率
的
な
農
作
物
栽
培

水
田
畑
地
化
事
業
の
紹
介

ドローンによる薬剤散布


